




280. 縄文時代晩期土器棺墓の

について

1. はじめに

縄文時代晩期墓制の一つの特徴に土器棺墓の存在が

挙げられる。筆者は、すでに近畿地方を対象にこの時

期の土器棺墓について若干の分析を行った①。これら

の分析の際tこは、今回取り上げる

である。滋賀県今津町北仰西海道遺跡の調査を行った

葛原秀雄氏は、同遺跡の調査結果から滋賀盟IIIb式段

階までは、正位埋設が存在していることを指摘した②。

その上で滋賀盟国 b式段階の正位埋設は、

につながる要素であるとし、横{立i盟設に比べて時期的

に古いことを示唆している。

近畿地方における縄文時代i漁期の理設方法について

は、葛原氏以外に目立った発言が少ないのが現状であ

るといえる。そこで縄文時代晩期の土器棺基について、

近畿地方を対象として、その特徴を探っていきたい。

2.埋言季初去の分類

今回の分類では、正位、逆位、横位に分けた。斜位

については、極力正位、横位に分類した(第 I図)。
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第|図埋設方法模式図

A…土器の口縁部を上に向けて埋設するもの(正佼)0 

B…土器の口縁部を下に向けて埋設するもの(逆位)。

C…土器の口縁部を横または斜めに向けて埋設するも

の(横位)。

3.時間的変遷と地域色

埋設方法のわかる縄文時代晩期から弥生時代前期の

土器棺慕は、近畿出守四県で、 61遺跡227例が存在して

いる。これらの埋設方法の一覧は第 1表のとおりであ

る。時期別に見ていけば、滋賀毘 1• II式はAが2例、

Cが3例、滋賀塁III式はAが19例、 Bが 1例、 Cが87

{列、滋安里IV式は C が35{~U、船橋@長原式はAが 31列、

Bが 1f列、 Cが66例である。また、弥生前期はAが 1

例、 Cが9例あるこのことから以下のことが指摘でき

る。

全体を通してみた場合、 Cが最も多く、 Bは2例と

極めて稀であり、近畿地方ではあまり採用されていな

いことがわかる。 Aは葛原氏の指摘と合致するように

滋賀虫III式に多く、それ以降は少なくなっているとい

える。時間的な様相とは別に地域的な様棺も認めるこ

とができる。 Aは滋費型III式に近畿一円にほぼ分布す

るのに対して、凸帯文期には京都@滋賀にしか認めら

れなしユ。また、 Bについては大阪府柏原市域の 2遺跡

にしか在在しておらず、この地域の特徴であるといえ

る(第 2悶)。
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第 2図 土器支方法の地域性

4.まとめ

埋設方法について簡単に紹介してきた。時間的な変

遷と地域性を認めることができる。地域的な面では、

東海地域に近接する滋賀県@京都府あたりでAが晩期

末まで残存している。これらが後期以来の;埋饗の要素

が残存しているのか、新しい要素なのか十分に検討す

る必要がある。また、 Aに変わってCが増加する現象

も後期前葉に見られるものとの関連とらえるのか、他

地域からの影響で、この現象が起こったのか、今後明

確にしていかなければならない課題といえる。

なお、紙面の都合から第 1表に集成

文献は省略している。
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